　暮秋の候、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。

　日ごろより本校の校内研究につきましてご指導、ご支援をたまわりましてまことにありがとうございます。

　さて、本校の平成○○年度、○○年度の校内研究をまとめました集録をお送り申し上げますのでご笑納いただければ幸いと存じます。

　「木を見て森を見ず」という言葉がありますが、これは部分にばかり拘泥して対象の全体像を見失うことを戒める言葉であると理解しております。反対に「森を見て木を見ない」こと、すなわち対象の全容を外部から概観するだけで、構成要素個々を分析的に把握することをないがしろにするのでは、やはり対象の核心に迫ることは望めないと思っております。本校ではこれまで「森を見て木を見ない」授業があまりにも多かったのではないかという反省を踏まえて、授業の質的改善のためには「木も見て森も見る授業」の実現が大切であると考え、一人一人の子どもを理解し、伸ばし、生かすことを目指して二年間にわたる模索・探求を積み重ねてまいりました。

　研究主題の解明という面からは「辿りきたりて未だ麓」の思いを深くいたしておりますが、教師の子ども一人一人を見つめるまなざしが確かになり、教材を見据えるまなざしが厳しくなってきたことは、なによりの収穫であったと思っております。

　本研究集録もまだまだ麓に過ぎない内容ではございますが、ご高覧をいただきご批判、ご指導を賜りますようお願い申し上げます。
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